
加重平均値

審議会等における女性委員の占める割合向上のために各課の審議会の委員改選時に、男女共同参画人材バンクの活用
による女性委員登用の働きかけを行っていく。年齢層に合わせた広報活動の展開や、男性女性それぞれの意識啓発に関
する講座の実施を図る。

１　総合計画進行管理

市民からの
意見・反応等

フォーラム、講座開催時のアンケートにおける代表的な意見「女性の意見の吸上げ、反映、ひいては女性が意
思決定の機会の場に参加することの大切さを感じた」「小中学生の男女共同参画に関する作文がすばらしかっ
た」

3.038 2.979

指標設定
の考え方

目標値設定
の考え方

第2次笠間市男女共同参画計画の目標指標でもあるため指標とした。

茨城県男女共同参画基本計画（第2次）いきいき　いばらきハーモニープランの指標項目の目標値に
設定した。

数値指標
の考え方

単位

350

ベンチマーク

％

25.8

目標値

男女共同参画社会の必要性についての理解を深めるため、意識啓発事業を展開するとともに、実践的活動を推
進します。

現況と課題

　近年、人口減少、少子高齢化が進展する中、核家族化をはじめとする家庭環境の変化や地域におけるつなが
りの希薄化、個人の価値観やライフスタイルの多様化など、社会の状況は大きく変化しています。
　本市では、これまで｢笠間市男女共同参画基本計画」を策定し、フォーラムやセミナーなどを通した意識啓発、
男女共同参画推進連絡協議会への支援や男女共同参画人材バンクへの登録者数の確保、男女共同参画推進
事業者の認定による環境整備など各種事業に取り組んできました。
　今後は、市の政策決定過程における女性委員の参画が進んでいないことや、地域の女性人材情報が把握で
きないこと、男性への意識啓発が不十分なこと、地域における女性リーダーの高齢化などの課題を踏まえつつ、
男女がお互いに尊重し合い、協力し合い、個性と能力が発揮できるような男女共同参画社会の実現に向けて一
層の取り組みが求められています。また、経済性を視野に入れた今後の地域の成長には、女性の更なる社会へ
の参画促進が重要なものとなることから、身近な地域課題を解決していくにあたっても男女共同参画の視点を
もって実践的な活動を進めていくよう、働きかけや支援を行う必要があります。

300

（１）目標指標１

H28

32.0

71.160

374

残された課題

施策目標

当施策を重要と感じている市民の割合
重要度

市民実感度

加重平均値

37.650

H27

33.0

小政策

政策

１　一人ひとりが尊重しあう心を育みます
政策体系

第６章　人と地域、絆を大切にした元気なまちづくり 〔自治・協働〕

施策コード

平成２７年度施策評価シート（平成２６年度実施事業）

施策名
6-1-2

作成主管課

男女共同参画社会
関係課

H25

秘書課

34.540

２　施策の成果向上に向けての市民と行政との役割分担をどう考えるか

市民の役割

　　　取り組み内容と成果，成果が得られた要因として考えられること。

・かさま男女共同参画推進フォーラム　参加人数209人　夫婦で演奏活動を行っている講師による講演に、夫婦の姿から考
える男女共同参画という身近な内容で、男女共同参画の理解を深めることができたと、多くの参加者から評価を得た。
・男女共同参画講座では、関係団体の総会に併せての講座や、男性の家事参加のきっかけづくりのための講座、子育て
世帯を対象とした講座、高校生を対象としたデートDV講座等併せて374名の参加者があった。
・男女共同参画人材バンク登録制度　26年度　11名　計51名

取組状況等

行政の役割

３　平成２６年度の取組状況

　　　市民(地域・団体・事業所）が自助でやるべきこと。共助でやるべきこと。市と協働でやるべきこと。

・市民、一人ひとりが、お互いを尊重し、男女の固定的な役割分担意識が解消されるように努める。
・地域活動に主体的に参加し、男女がともに協力し、お互いの個性を認め合い尊重するように努める。
・企業は、不当な差別や人権侵害がなく、個性や能力が発揮され、仕事と生活のバランスに配慮した職場環境の確保に努
める。

　　　市がやるべきこと。県がやるべきこと。国がやるべきこと。

４　施策の評価（現状分析）

・男女共同参画社会の実現に向けた意識づくり
・あらゆる分野において男女が協力し合う社会づくり
・男女が共に働きやすい環境づくり

審議会等における女性委員の占める割合は、昨年度より下がり目標値に届いていないが、各課への働きかけにより基準日
（平成26.4.1）以降の調査では、約27％の女性委員の参画率となっており、今後も上昇が見込まれる。
男女共同参画講座の参加者数は目標値を達成しており、また男性の参加率も上昇している。今後は対象者を絞った講座
を開催するなど、講座の開催方法を工夫し意識啓発に努める。

達成度評価

施策目標を達成するための事業構成は妥当である。
構成事務事業

の適正性

　　　指標を分析した結果施策目標は達成されたのか

　　　施策目標を達成するための手段（事務事業）の構成は妥当か

○市民実感度指標と数値指標の分析による当該施策の位置

　領域Ⅰ　現状を維持しつつ，効率化を目指す領域

　領域Ⅱ　施策を構成する事務事業及び事業内容等を見直し
　　　　　　 市民実感度を高める必要のある領域

　領域Ⅲ　施策並びに構成する事務事業の必要性を検討する
              領域

　領域Ⅳ　施策の重点化を図り市民実感度を高める必要がある
              領域

　
　
　
　
実
感
度

　Ⅰ

32.450

91.33 86.77

H27

56.070

2.251

3.044

H23現状値市民実感度指標

各分野における男女の地位が平等であると感じ
ている市民の割合 2.611 2.275

H24

数値指標

目標値

実績値

達成度

達成度

目標値

市の審議会等における女性委員
の占める割合 達成度

163165

71.880 71.890

27.4

200

26.6

83.13

250

26.9

目標値 ％

％

％

達成度 ％

実績値

実績値

ベンチマーク

男女共同参画講座の参加者数
201

人 170

ベンチマーク

118.23

人

実績値

加重平均値

％

ベンチマーク

市民実感度

H26

2.256

H28

34.0

（２）目標指標２
H23現状値 H24 H25 H26

30.0 31.0

81.50 149.60

取組方針

　　　平成２８年度に向けた施策方針

　Ⅳ 　Ⅱ

   達成度

　　　平成２７年度以降に残る課題，その要因として考えられること。

市の審議会等における女性委員の占める割合が目標に達しない背景には、委員選任の際に団体の長をあて職として選出
することが多い点が要因として上げられる。
男女別、年代別で男女共同参画の意識に差があるため、解消に向けた施策を実施していく。

５　今後の方向性

 総合計画後期基本計画の内容 
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施策を構成する事務事業 事業内容

男女共同参画意識啓発事業

男女共同参画推進事業者認定事
業

貢献度評価事務事業性質
単位

政策的事業 1

成果指標

87
13

平成２６年度

785

平成２５年度

事業費（千円）

市単

平成２４年度

成果

平成２５年度

466

平成２４年度

723
人
％

平成２６年度
補助区分

固定的な性別役割分担意識の解消や男女共同参画への理解促
進のための事業の実施

男女共に働きやすい職場環境づくりに取り組んでいる事業者を男
女共同参画推進事業者として認定する。

政策的事業 認定事業者数 181 111 11321 24 5

904 577 898

シート３－１　施策構成事務事業貢献度評価

事業費合計

講座等への男性参加数
講座等への男性参加率

者 18 市単

134
21.6

165
22.6

2.5 100 



　　　　　シート１施策構成事務事業目的直結度評価

事務事業の成果基準の説明

6

施策名 男女共同参画社会

1

3

8 9

2 4

5 7

法定受託事務（義務的事業に分類）

男女共同参画意識啓発事業 男女共同参画推進事業者認定事業

施
策
目
標
に
対
す
る
事
務
事
業
の
意
図
 

施
策
目
標
に
対
応
し
て

施
策
目
標
に
概
ね
対
応

化
な

施
策
目
標
に
間
接
的
で

あ
る
 

施策の対象と事務事業の対象 

施策の対象と一致している 施策の対象と概ね一致している 施策の対象と間接的（少数）である 



　　　　　シート２施策構成事務事業貢献度評価

男女共同参画推進事業者認定事業

男女共同参画意識啓発事業

法定受託事務（義務的事業に分類）事務事業の休廃止検討エリア

事務事業の成果基準の説明

2 4

5 7

8 10

11 12

施策名 男女共同参画社会

1

3

6

9

施
策
の
目
的
に
対
す
る
事
務
事
業
の
目
的
の
直
結
度
 

非
常
に
高
い
 

 
高
い
 

 
中
 

 
低
い
 

事務事業の成果 

成果は高い 

(上位） 

成果はやや高い 

（中位） 成果は低い、ほとんど出ていない若しく

は把握できない（下位） 

成果は普通 

（中位） 
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